
爆 薬 の 爆 語 数 黒 に 託 て

甘 LtlrJ 泉 僧 衣
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1.紺 青

捷雅の泣衣にPVして比,梶宋榛熟 よその分解l二筋L多壬の鎖と東低を菅生L,その第位は動
のために市ia7Rl雌の状態とたり,析洞挫感現見なるものを起し榊るものとせらLLた 即ち搬兼

の様卦 t竹の遊梓と来世の菅生をH'}のがや戚であるが必ナLもi碁敬の必要催fFではたvtU

火艶郡の延叢i･杓げる場合,必gl托円として特徴づけるr!ll雌はェオルギーの雑El,性といふこと

である 今 (̂端正斯.ベ/ゾール及木次の各 ⊥kgを取 り,此類の物質が絵素と化合して凌4:

する教皇,戊は比等の物質と完全叔化に必泌たる枚誠の土との都が 1kTなる時に化令して我

41:する黙丑と･ zaトp〆1)-i-ワン及ピタ1)/倍の如き効目)たるは熊 1kgが煤吸する何故Lt･'す

る勲史上をjt招すれば,破 1に示す如く磯新任前潔の叔分の-1こ過ぎたいが,若 しこれを臥蚊
他fJliの物質.以】ち1射番の下に於ける水油使戎il邑令物 日 より竣生するノ執丑 と.火難 11 の

蒜教による熱壌土を比較すれば,rn】炎に'Tlナ如く耐机上⊥Lにつき2-4キt,カtltJ-に勤
し,後者は ]l)00 キtlカt,.)-を此過してわる こi日工u)Jかに煉雄ば杢桐に於けるェネルギー

8.'腔が如LIJに大たるかを示してrhる.J⊥坤兼の搬苛辿庇は梅砂赦千米に蓮するから,雌発はそ

の含有'rる和せ液 のニ1Lルギーを捷めて施時間r_笹井することになる 即ち性背はェネルギー

の姦糊的並に時附的に謁%L射こ兆申した物焚であるとい ふととにたら.又この他甥がi単頚とし

て性能上必宰たる休件でたければならぬ 従っては熊の利用も亦この軒に哉いて73ることはい

ふまでもたい

JEl 一寸Jt･f一恥･1,攻

名 将 斗 頚 農 夫

k LE/kg kpnlt幼fr& 0-1Lzg
畑 窯 =TI.loo 3.I_130

ペ ノ ′ - ル JO.700 vl,ǹ氾

次 発 7.800 2.1LO

トuク リヤ l)ン 1.620
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2.柊 怨 教 具 の 分′解

捷敬を)Cの利用U)見鞄から今少しく絵肘 Lて見たい 1ドJTl方鮒の用途につVtて河九n確の如

きR,砲鮭仙 こ掛 する弾丸の枚杭及叩叙位徹の際に放けるPi矧 こ肘へるべ く,充分安在腔の花
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い必要があ,J外,その幻 R.こ封する越晩放火及叩丸の破);飛散放縦Q)大なるものを必婆とする･
iWllに,めても殆 どこれと同位と.Bへて上い AJktLt)l川 兼の如きは,tTE裂による艦胎飯盛It:叫
JbJAの人たるもの,i券買手の如き水中衝撃波の大なる煤塵を必潜とする場合もある 或はレ-ル,

沖 aUv.破断の如き敏枝の弼畢作用に上るものt.TFがある 又WL凝方両Q,用法に関しても伺f兼駈迫

の掘宅.鞭石,石淡の探才臥 親木の伐採,石材のy]取り,糾塊の敵城等その用法によT)ti･非敗
北S･=光とするもq)又は細筆作用を利)T7す,Jもの鞘の別あO,加}･るに,=f:質岩石の軟後払碑に

J:つては./*租Q)m,左の楼非を必公とするのは勿題である 一方硯用桜熊も北等のjT]速に虚-じ
て.Ill,巴火熊の如き低叛述o)もE7)よ7),t='クT)/根の如き7.WJL庇のものに重り,又ダイナ-.1イ

1朋にあ,)ても,松耗上l)硝安素に主る各班雌灘を川ひて,析姿の用'B､こ適合する如く枇 さ

れてわる 従って鎚雅の煙後効果を論するに′訪っても,311Lにその規準によ,-JfL･3Jl淡紫のみを鈴

する堪合と,又時FLIJ的放興を利用したili翠ノ)に2ri鮎を拙く域合もある

稚水越巣の城力訳除法としては,YIAL13(]紺n轟悦.∫(llSi托肱釈放,叩退照子釈駿,和逆打

砲をt蛤及 1101)LIHtSOIl噸群試暁隼醍々のきt投法がJilひられてわるが,此等の訣雛 ､Lまその方淡

の鍵朋に上Z)相集の一方的放菜を.-矧 こ邸掛こIiZ示するから,iJとして各捜葉につき-鼓した甥を
典-ない て噺 は前班に於1:繰熊の操力刊だ並叫として,r)Eu)y･1鈴掛 虫と師道臼砲就投との

J戊il'ほ比較して,理島的捗))釈絵と一致することを越べたが, これは主とLて仕都放射に組す

るJIJJ蛭'C･あって,木掛こ於ては媒染の一般rJr)故鵜を少しく分rr的に研究して見たい
挫き掛エその畑敬欲鼎rLT(次の三つに分られJJ
tl)僻的放兆戒は仕gl数兆

('1)韮肘J放果或は衝動放兆

I3) 批難的歓果或は波動放巣

(A)Qノ節的放JRとは仏典の体現臨時o状態から,RWH痢叔i′1㌢LLLて,静ノ雌的にそQJ煤凝
然と射偲･Vpにr郎艮残液よI)たTJ爆焚生成物が,粥噸 lに断,%膨脹をなしつ し,そりJ胡博の物汀
に仕姉をなすべき作用をいひ (lZ)の動的放水とは,i暴政耐こ放ける経鵬に上って蟹生した錘

苛政の神勅作用によって,板東作用を生する教米を有J.即ちIiTI一打はェネルギー主たる｢欧の
丑的性質を有するに封し.後者は締緊f棚 l或はJ)班で汎られるもので,吸塵のtkTfを有するも

のである 堪って一般媒屯の如きはこの二者の放jlとの協同作mに上るもので,餅m桜敬J&ノ)な
るものは,1姓頚をJiJふる書i叔物質の性質,梯砿後の析嬰状態如ち破砕けの大小等によって,こ

れにNl懲したは柴k･用ふ勺ことに上って初めて般祐惟守の雌矧或I)が焚押出蘇ることになJ-J

(3)のPF軒的火炎とはL,~毛として外Pl.･ojiy･Rrこ及ぼす過陥作)rlであって,水笛杵難の槌敬がそ

の波動戯ノJに1って逆打排の物椎を磁域する如き,久〉脚 JTlの如き放菜を輿-ろ場合を3ひ,
又紺丸,仏和の如き,rl梨 こ11)その柑 ;の飛散に上る放鵜等もとのLl･に含める 此等の1止蔽

放水は地も硬による和動波の紙質による僻遠rLよるfi-川で･あ/Jから, これは燥史のl&jjそのもの

にもUtl係することは勿論であるが,これは (i)誕 _I)の放火で小されるからlB)のlLll血は主三

として射七年によるもので,ほ葉の日常から論すれば耶二次的i5_5舟の†JTfを有することになる

殊に仲仕の飛散辿肱及飛散距狂等の如き†EJ,11diのことである 枚にi泣柴の距舞的放射 こ捗刃する越

策ク.作J71を品1･る功合は別として,一般に仏典の本質｣_上t)錘硬峨1)を品する場合には川 及

(L>7即ち梯兼の僻的軟泉と動的放灘を品すればよい
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3. 煉 薬 特 報 救

接禦媒憩故典Q)決定には,JJ=づ煉銀のl事敬瞬時にめける妙軌姓庶物及瓦斯のJR/JT.梯苛王}こ鵜

の嘘軌 怯恐蒸発.嬢嶺はdE等を.Fu)ねばならぬ LEt甥を火薙Mの特懲薮と消してhる こV)
目的のためにIi,雌簡瞬時に放ける練鉄系の化解約や和を放出して,高朝 F.こ放ける帯地q)秋 一

態式及曝哉生JR物のtt.我を如1ることに上って,静ノJ樺rr'J状掛 こ於ける大桑初のエネルギ-状態

が完嶺に決起せられるQ)であって こ0,.1糊 は棚番根性た邦糸と前田左計軌 こ上って'TTはJLる
のであるが,Wrくして見出さILJ"J特'a姫は,･大3);拝̂jiH上り1A,-J

(1〉姓集の生成熱 媒兼をf#JtEせTu的nq)生Tk九を媒矩 ‡kL･に封しそo)J戊分の制令.こ封

する和を首} この生成戦は捷七の火頚ilLニ対して晩 .こiLu滋せられてゐるものが大部分であ

(21蛾常軌 曝帝 Lkgが埼研一火0,卜に秘敬Lた際に敬iI:.する氷見 】､亡.Ll)であって.汁
iiEztE鍵でいふJR熱Rに仙骨する Cl】ち妙戟プi:断が畑恐瞬時の秋接から,そo>l長介を郷 としない

でII'(.はまで冷｣寸JL九時に,外肘 こ火はJL九:動であ･Jが,こQ,梢介僻並に水は榊̀且でも水JIt瀬 oJ
まiH･liするものとして嬢敢J叫を.7伯Tする
(3) 瑞裡生成物の成分 悌敬状態に於けるLL庸第億の化lf.i,I.術恒赦oJ助けによって,'jt求
一地及BltI硬練の比蝕が故知なれlr,煉E!熱とJ戎/Jlが決起される.即ち磯 lkgQ)悌敬JI･.l&物

の采僧の稚ui制分及同相環捕及食滞q}瓜敬刺で千が計37:lu水TJ

H) 蜂放漫変 は敬生成物の牛f戊J,)が7Jt'jiIせられ又叫戚物q)比熱が明かとなれば妙首き退肱
(rK)が放災される

(-･) 比容 煉* lk,.I,が礎壊した際頚勺したるJL新城がtS碑状値(()pCl束RJ;)に於てI!]め

る他紙 (tであって,Jk議A未ク)如々ものもこの過度に以81的に紫根の秋定に存在するとしてLlr

井する これは各朱tl及同格の成',175=カlられて7)tl.lr.jtめらLl.ち

(6) コポリウム 体硬瓦斯が市境lこなILLr理牌 也の状態式から偏差する eL]ち妙/d瓦ql

の分子の大きさに比例する圭をモク.東椎から益'11かねばならぬ.この宝をコポ1)サムとLT}

光 L軸椎雄柿があればこれをその#.EEE'C除Lた他紙をコIJ'1)ウム中に加へる 末個のコrtl)ウ

ム比その腰ノ)の朗教であって滋幼V.ELEのTrGい煤瀬O-,鎚敬の如き叫令は,柵常務講のある州題で
あるが,甘盛砲州 弔正で用ひられる化の雌力では,比亨Fの千分の-を以てそのjL斯Q}コげLJ,'･

ム上する 然し土歩搬 胎の際に放ける如き市場齢 こ於てIiコポ1)ウ ･EriJ曝J)の朗淑であって,

比等0>千分の-上りも胡常小である,^ StILlTH(lLtlは.11州nfLnJt-JL)tl昌uCtの煉費 -̂をJuひ硬

か蜘 上り迎:こコポ1)ウムを井.Ltl.Lた ､Tl牙は 恥 を耗昭一Fo)コポ'JT'/ム 叫 一1.11モIdIL軟と
すれば α.iとl確ノJI'とo′描出続は

10g(aユーCeo)=ノL-JlJ'

放る踊旅を耕いた こiに aoは経J,い が-)サムと17.1べきもQ)である 栽 Il=/Iけ aJは こ
の袈堺帝庇r=haけるコが,)ウムを/ド十

とれらの特放叔紘雅 的に見出す亡とも.LIL.可ミる 81】ちl♯簸軸比火葉をtか讃 確 のボン-/め.･リ

メーターFAlでi姓敬せしめ,その裁I･主刑たし,又そq)生成物をE新分析することに上ってA.姉

及聞恐韓誠のJR介を見出し.lt等Sを一片めることが.Lli額る.以前は半ら貴台的方法のみに上･)て

火難の拝領款が求められたのであるが,11概 上との部協約に兄は..した生成軌 ま冷11億 のJk介で
】)tS.311相&:Lb113-IO
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あるから,来旧附の化挙ノト杜1比渦度に上って最化し,媒簡挨時の成分 と胡常道があり,突放0>

長吉異姓琳箕から遠ざかることになり,未と近には勲力率的理論に3:る計井淡のみが托用されてわ
る 以上はや曲には桝 徴と隅せられるもので,教徒の操筆についてこの特徴教を袈 2りに示

､す

春秋 名 婿 成 分(分子式)

ニトL･ク1Jセリン C-Jl.(lTtO.).

LJ タ リ ン 敢 qIL.OH(h'0,).

トlJ･:トt･トLr-ル C.ll.Cll,(710-),
- サ リ ー '/ ソ (0日,h'7:0.).

松〆 ィナ~イ ト .17(;92 N/08

凍 ダ - 一- 儲 三第8tTLEd

析 LR. 畑 鵜 野fh17才 芸蛋芸
刀 - 1, 7 -鶴 iC,160･品 ..
･,L･X,- 柑- 義 t,3'//g普 llIr-
･o H･ 色 火 可 否760,717
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この外f.I.1,

(7) 有毒瓦斯宜及取釆不足丑 I基苛瓦斯 Ili中の有rdfTE新見を･見出す 有lも7日折とは珊
通一酸化淡紫,硫化水瀬及里親であって,1茎葉には包装妖をも計井に入Lしろ とのW l成分は

抜管昧時上-)も巧【ろある穏齢 h･14JLた'Lこ新の成分について老-る方がよい 又綬栄不足丑性煉

舞､1kgが51三盆酸化をなすに必要な軽減の丑をth}･

(S)埋草速度 搬弟の1割岨 LLeJよ術帝故IAの計井に必紫たJJEg子である !券孤独Lh-はその
群韓及i染類の鴨庇に仏祖旅するが,a;絹足が朝常gL同友もので伸爆発が強1)であれば,捗過は滋購

賛.度のみの函数である.

この外は燕の特m奴としてはTI.机1割は払 確度,火華の))等健々傘げられるが,以上の抑切

目が明断 こなれば,これから齢的-･u･Jこ軌的妖光の別井が出来る

4. 爆 薬 の 辞 的 教 具
火勅 の郡的上 れ レギー放火とは,攻に並べた如 く,火薬op･,捲敬に際して時rtllrJ勺威赦を除外
して,顔))触 勺に火車のi歩掛 こ際し磯生せろェわ しギーを論するものである 旭光の煙漁の静
JJ堺的エネルギーを論する甥食 酢-1こ湾へられるのは媒菓C)杢エネルギーである 帥ち姓熊

の松雪戯丑そのものであって,カ rllJ一単位を用ふる代 りに仕事解th:をjTJひて示される これ

を従来火帝のTだテンシャルJ･:と解せられてゐる 煤乗の椿熟 こ上ってたし柑るLL･ZJfは様態瓦Wr

のit;確ノJQT/膨uiに上るのであるから,恐生した采嘘の丑が8B旅することは勿論't:･あって,唯教

皇Q)みを出て火難のi碁敬ソJS･比較することは一方的見地であることが直ちに甘i-J山木るのであ

る これに封し 13C)HLClotは1碁後身点 Q にfL.容 T'.を果 じ,この QT'｡のUiを特徴横と挿 し

Il各首相斗米4-棚 枚は牡と改めて-a;止すろ事安与でもろ



FE儲 塔非U,甥頚故jfLl=放て 2】

て畑ノ)のL1.校救仏とした これは潜時の新しい羽へ方でriあるが.村鉾nfJIこ恐妹は和したい

その彼 SnHLltJは火熊の畑卦 且庇を ro(抱き)過度)とし.Lt.額r_,VoとナALば,甥脱 他の

- 秋僻に於け細 動と T･の折 畳 Td(IAt")-FO32VJ'･,kg/cml【C川 畑 のノJと挿 し.lTJ
fを以て示した /Ji鵬 火難の包相棒道汁耳には重要たる特徴必であるが,その1'ノンシコ
ンが示す如く,Iはェネルギーであるから操車を詣する場合riこれそ比エネルギーと捕して,

-枚に頗 O,僻的エネルギー丑と,T=すことになってゐる 以上ニ/)0つ例は炎3に仙 ナてある

/は取巴火熊は特に′トで珊出 歩雅之に次ぎ-I.r7711)L･1)ン戊-キノーゲンは放火である 人

～,,/上伸秋 や.･とのW- /-讐 7･･-去 oll,(9r- ち生- の- 比私が紙
器に対 して人位同一であるなれば,/は特赦煮た比例することになる

然 し火艶研の合雅的たる僻的攻典の決定は勲))挙上からJかへた何故エネルギーq)言悦 にfi:.た
たけILばならぬ 換Trすればi汝敬AJ亡新が様態韓緒のj状猿から,斯彬 q<Jtよってたし柑ろ仕称
の生に上って邦らLtねばならぬ 即ち火難が律令状態からjC蘇艶迄の未佃の抄蚊に上る仕wt.

を汁井すれば上い 今は雅がある盤13!桁齢 こ於て嬢鼓した折目IIQ)舶-))をPo及脳腔を'rDとし'

これが-J錦 鮎迄PT熱性脈をなし/ep.!g)仕jli丑 FtJi,i-.L難確の状態式が知れてI.r:JLば必ノ雌
か ら珊められ,3 秒ち庇に述べJL,lI如くqLと位茄丑の火弗lこ対すろ布,Aエネルギー l･'Aは

Fq-長 上 (汀 1｣ (L)

である こ｣に p/比延噸及冗研比熱の比,R は蛙竣Ji:Wrの放初と比後q)ufpift.である この
イI･Rエネルギr J･'"はJで(1)か らBjJかたる如 く,R が細附 こ大とたる時帥ち火雅がIIL#るだ

け小さい訓 に光浦- ておって,その来鰍 鮒 に捌 け Jl･rF4-.7t.となるから･#･L
史郎比熱と斑桝比類の比 ッが終大群の生成物について刑 .であJLば 杓 は比こすルギー/に

jt例すべきものである

qrくして描策の榛姓に放けるイIi(エネルギ-即ち瀬棚｣.J杵放射 1,舶初q)公明柵ldeBLlち大雅

が典明せられてb,る才紺Iに紬旅することにたるか ら'大雅を蚊も和故にJiu.るには厨も恥 へ聴
政に壬主唱する必延がある 従って煉頻が錘費に於二名坐せられろ杓放エネルギーはt捕 それ白

身の寵庶近 くまでに塀悲せられたる拝Plに放て悌頚L JAl園の紙椛にTT防ちつ ＼その火裾JTL折

が叔斗LJ･'llをたし柑ざるまで即ち1来句!士{･拶駁する際の8≠iそ見tEミす'=あJ･Uが,自己o)坐
Bt溌庇Tに放ける姓敬状態ではその淋1粒状昏式o'決延が刷椎であり,又大群に起 川 l71'梢合 も

稚であるから,盤購舵収 ⊥即ち叛乗 1kgが 1.) トル巾に棋放したF.!に和らるりと大日･ltを
見出した この言牌 に懲 [)てIiポ冊の状態JCとして F'‖-1αト m'なる 川̂ILL:"t式b作用 し
た この式比コが') .y JICL>(3発 つポl)サムの新でitベ1.:如 く)を通常'こ接ぶことに上って
祐過識舶lこ放ても珊常t群と一致する 又.比矧 'J7Ja鹿q}丘梯jeとして, この畷泣¢JrL=rr熱鍵

イもに於けち放牧式を弟ノJ解的にLgき有故エネルギ- Fdilk.･nl/kLrで見Ll'.した 勿jB火熊瓦

斯が抄Bけ る甥合はその井がH:71【l二重化するか らtA庶o)低 卜を束たし水成革の搬節 起々す串の
叫令がある.3(撫敬生JIR物小rT_固他種淀があれはこの勲を淋他に奥-ることに上って7111)I.r7

-ブ膨脱をたすから,そのaL77:Iよ仰常田耗であるが衣'.)ヶ)火*(こついて吉柳 L九†触 り;Jに元

日 火恥払骨髄約RJ奴 JT'ZJl

l.1)大輔払骨髄内刊靴 蛾難叫JJ州父t,)沌準
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してある 又こO>J糊:約兆が yctLl)‖crの -̂Z批及押idl胞 の成横と 萄す るととは側刊貯 )

那 iTi.
▲ さ
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i; fFダ イ1 7 イ ト 糾 70 C3 J'_W .I,"_qT CGL l165 3Slr'J. 7且8

7 節 安 土I ih 690n rl2 12･15 ごJJl 汐) 1:仙l 三一7L-_5 0)0

与 力 - 1 ト HLはLIDJ 1:'15 4lOや IXILI H 糾 51【17 S2ti

の1TDC 柵 6(状や鵜 111乱 SS I'15と 脚 0 9川 】'_TJn '珊 8 g35

zu W. 色 火 故 .1200 '.1z l1T' H･19 ～.56 -

こ̀述べた通 りであろ これを以後or)抗̀逝推した丑エイルギーぐ即ちポチンソT,ル l･.との比を

JRめ硝 にに ･,-Ihl (2,
Cllf,t蛸 o}この状態に放ける梯掛 こよ,3利用放率を示すことになる

妙策の中にはそのi淡敬生成物と脚彫物を/,rlj7する喝弁には,この物位はIm.Et膨脈に上る†F二叫

をLaL-那,荊ilにあるため鮮稚oIJ膨願主切開に外をAtへるため,そのTL瀬は断裁雌脈とたさず

して Lrl) ト2-ブの拶Diをなし 巧にその有効エネルギー F.Iま 7.I.に比し大とF..I).衣 3
I'JLる如くこのIt:'ll奴や'1..も断熱の場合の収率 171上lJも大となる.炎 3に示したものは鉦
に述べた如 く,必JR甘.此lよIlの膨Rl絶 Im-九から,比爪の大なる悌雑には不利であるが,こ

叫 付が.ドす如 く火難に上ってその放恥 こNl儲伯叔があることが知らJL,3 経って火頻の鍛也か
ら,Tへは'蚊も利FrJ放串のよいはた配分lG分を必斐上し,3L使用者糊からい-叫r俄試供*を敬押
せLL.べき放態Lこ於て任用すJ-Jことである

5. 埠 薬 の 動 的 教 具

崩的放射 土主としてi雌 の仕'jト放巣を糖嘩とし,柑1り痢卦を郡二次lJ'17Lものとして取扱った

d)であるが.網頃放火を利Jl]する棚食にlま時EyI胡瓜が肌--X的rill退となり雌故辿EKがFlt]柑とな
る 火雅の煙敬は非常なる短相川EJlに縫結するものであるから,これが体感辿腔の汎滋に比技

術的二相巧た方法と熟練とそiE十ろものである これには柾々の方法がある -･鮫に旭雑の換

地はその爆葵の硯血T_提"旅する,伽ち様葡をが伸 した‡)又はia迩してその*.'EZEを相加すると,
その航 空も一瓜に相加するが,祇姓を戎杜鉦以上に相加す,もと逆に強越が減少し,又は敬を起
きざるZAがある 今東川栂揃に於けち各組埠索の脚 を灼ぐれば栽4に>T=ナ如 くである 即ち

各紙上棟 は'77.色火集i･除き在砂糸千米の避妊で脱 が血行するのであるか ら,1本の盤gt策度

を 】･11としていさ矧 上井千分7)-砂JUlH内に非常71且のェネルギーが逝拝されるこことになる

ノ､典の動的放射 ま従神化此 trll… un)なる熱で'1.'されて73る 才毛皮とJIEi'l位時rll=こ於けるIql

プJの1_LJrの制令に比付け る赦tl･であって紅封(llrJ以て/-r=すことは山非ないが,秘策の731鮒i-JT)



LIJJk 球爺o1揮発放;恥に枕で

を示す迎i坤とされてゐる とれには )lcぎi汲 KLLht0)li庇計l)その他 u叩 k川bO■10)鵬相談食

班.J等が用ひらLT.るが.斯かる侮畔恥 こしかも桜色時 に放ける如き戦火なる4uJlこ抵抗L紬る

物符Il.他凍上に常在 したいから,何れ もJt桝uLを49るに‡しまる 現G的群投に上る徒庇の薮

/l']叔茄に紬して色々の拙劣があるIC l ltlthllS)は確lh･B は火非の恥位他yiPlの才で≠ △ と

休漁姐腔 D のRjRO)′粉 即ち ′持 主 D:土足渡した H Jizl納 ま)tエイルギー /,愁頒鵠
成 上は顎姐LhlLJの摂 B=/△J)で'示した 即ち珪庇は比エネルギ-の時州的,室附的肘1-斌

LLCと僻事でせられる 又 CLllc)1lH>Jは JI･･¢△■ー'D=上して t. li耽曲的l=7Jt出す･D絹政とし
てわも.

JiLh.の甥為的炎示は Itzc.M 11による小迎技師動波の現品に基い1.,ものである iK公来偲或

は根軒 i払軌''./I.tl放であるから,放ての申掛土師葬細勺に7-lJまれ,LL患TtAlから非常'た鵜iiE庇噸輸
液が起る この出揃衝動汲Q)此1T辿庇と水jJ歩的及執力牟的の基礎から,ElLC川.lM■lま雌‡郁々 動
波01.解dTr･i･iJつたが,1711三OmOlはこれを糸崎のは敬重化に建用L.彼 ･1otlg ZヽtLt及 l′h"I
はiR合呆杓掛 こ火-#の煤塵y) 般確,iをk'成し/二 次に示すは Jot甘ICt̀ に上ってgかれた大

乗のは軌 二させする式であって,J'を畑費泣叫 こ放けるRu).TF を畑妓JTLWrの光弘 △ 壬･鼓堺

棉.瓜 C'▲を-J･r'tJウふ,∫)をl射出,γ M挑 主梢毅とすれば,

･･-三雲 互 .3,

･,-竿 諾 (4,

･-L/荒 く5,

とのjtltコru サムai･その内!))の内政 恥 として裸ぶことに上って,.X絵 と一汝ナろ胞を典

-てわも.胸して RIC111L川.[に上って煉Ir鴇淡に1る栃勤朱 は̀巡Ⅰ力丑の好化として ･=△Dll′

で示されるから,経度 B は

11誌上 /)111 (6)

にて示さるべきである これは址腔を視点｣_か ら求めるRであって,Illt犬 川 に,r:チ PT)に

qyしい LIAJ,qtG.'iLEA,頓迎 /)は'R洲から)いLl.せるが 1L'の汎r'iIは摂際｣.I勺軌であるからjい 朗

で淡める代りに JZL･lllltlL′=1rI.lo lo結比容)をLEtを換-

JTこ.iDll̀07o 7)

とした 斬 ､して媒染の動的攻兆がdrl7:からJRめられることになる.J之Jは機熊の究用範爾内

に於ける耶常荊世態墳鵠腔に放ける各紙のRに上る1王EB;o)1lliを示してゐろ 胡4に上る駈々の
粥Ll唯 X 火兼SLI) lSSjttlt.

火舟幣や雌 22J30,叫判 〇;I

l､eFlmL･Fhl11〇三Zle956 EJL仰I

KIL机 )ヽ･,L･T)gnZLHtLIz･Mh･PG丁(I(IL'l)

.lhLll.tEozm1300 LlOlOJ
JouyzL･L.hZech払nLql】B 血BJ.tll1ojLFH )3721917

淡 い:て式 tG)上hH‡した/り .p米 川 より求め/-I'Iこ一致した､.V,I壬√′Jl=よる&lこtI.Cづ

く IJE')針恥LA.RL(6Jカら耕地たIJJが正接である
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接収の計堺他をIt:較すれば B･■LICLのTt虻を除き他は(･Jれも大rqJJ､恥である.

6. 総 括

錘兼のは焚放水の中性 には,こilJを僻的放衆及動的改発のの二つに分別するのが乾も合理的

である これには秘策の磯雄常姫から桜草晩掛 こ於ける臓 の特徴点を′片軌 錘類の辞的歎典

判定の兆帝としてイ1放エイルギー宜を計拝し,女にiX･頻のt加勺放紫の火腔として理溢上Z)符か
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れた 北LemlL ')oLLguL!tの4上腔を比較ナべきであることを娃べたが,火 11.炎 4にて見る如

く火雑に上って大 始々った軸故を有することを見る 勿歳差トtz〆リセT)ンの如 く州 いこも強

力たるもの又Ti色火弟の如く(･[れにも朗J)のものはあるが,カーりゥト故へキソーゲンの如き
は71̂Aェネルギー大なるもl王座は比較的小である これにJALて1,茶系i歩射 i有放エネルギー

は1Jl着o)約五分の=_であるが,確度はカ-1),I.∫))退かに人である

後発の兼用上のr和也としては比等のか以外に,その頼政lG企 払.t栄存'&定性,吸遇性その他

津々の物理的,化Jyl勺絶好を徴 としたければたらたいが,*艶上ピタ 1)ン碇その他71'婿系硫化
物は補は腔を事Il州して各般の砿境作:繋S.こmひられ 5'ィナマイト,〟.色火発の如きIt枕逆探
掬等のfl:布欲児にIL1ひられてゐるが,従耕 土唯洪然たる惣駄 文は兼旗的見地,こ上るの,->で,兼

だ理jGr的乃祭を行ったのをBflかない 黙し安In的見地よりするiさ発の碗ノ)は有,BEエイルギーと

猛威との和でも又 T々l東も㌣C･もなく,使用併件によ/Jて鞘たるかl叔IE･示さるべきである 一般に
媒染のFFJ速及位域物の性照81)ち岩石o)飲軟KP施そo)他の陳件に上って , との二者が如何なる函

載であるかFエt.I.1m礎の棚 とgf究に供た血ばたらねことは勿論であ,L'Jが.必し有っての閃頓は

爆発のtlT用に117って.このこ因子の何れにgi茄をitlくかを光分.桝巌するととによって,上り合

理的なる爆雅の欄相が川まれ久有効Tl々 使用法がjL山されると紬信する.(紘)


